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□正答数分布グラフ・正答数集計値 

  ・正答数１３問及び１４問の割合は、全国を下回っている。 

  ・正答率５問～１０問の割合は、全国を上回っている。 

  ・正答数４問以下の割合は、いずれも全国を下回っている。 

□四分位表 

  ・第１四分位数は全国７．０問に対し、青森県は８．０問と、全国より１．０問高い状況にある。 

・第２四分位、第３四分位とも全国と同じである。 

 

○本県は、全国に比べて正答数０問～４問の割合が少なく、正答数５問～１０問の割合が高いことか

ら、中位層への学習指導が充実していることがうかがえる。今後は、上位層の児童の学習指導を

さらに充実していくことが必要である。 
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第2四分位 10.0問 10.0問

第1四分位 8.0問 7.0問

Ⅱ 小学校 

１ 正答率   

①国語 

・正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）・正答数集計値 
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正答数 青森県(％) 全国(％)

１４問 4.0 5.4

１３問 9.2 9.9

１２問 12.4 12.4

１１問 13.3 13.3

１０問 13.4 12.7

９問 12.5 11.3

８問 10.4 9.6

７問 7.8 7.6

６問 6.2 5.8

５問 4.7 4.3

４問 2.7 3.0

３問 1.7 2.1

２問 0.9 1.3

１問 0.4 0.7

０問 0.3 0.6
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□正答数分布グラフ・正答数集計値 

  ・正答数４問～９問の割合は、全国を上回っている。 

  ・正答数１０問の割合は、全国と同じ。 

  ・正答数１１問～１３問の割合は、全国を上回っている。 

  ・正答数１４問～１６問の割合が全国を下回っている。 

□四分位表 

  ・中央値を示す第２四分位は、全国１０．０問に対し、青森県９．０問と１．０問低い状況である。 

  ・第３四分位も全国１３．０問に対し、青森県１２．０問と１．０問低い状況である。 

 

〇正答数 10問～１３問の割合が多いことから、中間層への学習内容への理解を深める指導が行わ 

れていることがうかがえる。低位層、上位層への指導の充実のためには、個別最適な学びと協働 

的な学びの一体的な充実をさらに進める必要がある。 
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 ②算数 

・正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）・正答数集計値 
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正答数 青森県％ 全国％

１６問 2.6 3.8

１５問 5.0 6.2

１４問 7.0 7.3

１３問 8.3 8.0

１２問 8.6 8.4

１１問 8.8 8.6

１０問 8.6 8.6

９問 8.6 8.2

８問 8.3 7.7

７問 7.1 7.0

６問 6.4 6.2

５問 6.1 5.4

４問 5.0 4.6

３問 3.6 3.9

２問 3.3 3.0

１問 1.8 2.1

０問 0.7 1.1
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□正答率分布グラフ・正答数集計値 

 ・正答数９問～１４問の割合が、いずれも全国を上回っている。 

 ・正答数８問以下の割合は、正答数５問を除いて、いずれも全国を下回っている。 

 ・正答数１１問及び 12問の割合が、全国よりも１．０ポイント以上上回っている。 

□四分位表 

 ・第１四分位、第２四分位が、いずれも全国より１．０問高い状況である。 

 ・第 3四分位が全国と同じ状況である。 

 

〇本県は、中位層から上位層にかけての正答数が全国を上回っていることから、低位層から中位層に

かけての学習指導の充実が成果として表れていると評価できる。今後も、上位層の児童の学習状況

に留意しながら、低位層を中心とした児童への学習指導の充実を継続していくことが必要である。 
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第3四分位 13.0問 13.0問

第2四分位 11.0問 10.0問

第1四分位 8.0問 7.0問

③理科 

・正答数分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）・正答数集計値 
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正答数 青森県％ 全国％

１７問 0.4 0.6

１６問 2.2 2.6

１５問 5.5 5.5

１４問 8.6 8.3

１３問 10.4 10.1

１２問 12.2 10.6

１１問 11.4 10.2

１０問 9.7 9.3

９問 8.8 8.2

８問 6.7 7.1

７問 6.0 6.1

６問 4.8 5.3

５問 4.6 4.5

４問 3.0 3.9

３問 2.6 3.2

２問 1.8 2.4

１問 1.1 1.5

０問 0.3 0.9
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・内容別では、「A 話すこと・聞くこと」は全国を下回っている。「C 読むこと」は全国と同じである。

（１）「言葉の特徴や使い方に関する事項」は、全国を大きく上回っている。一方で、(２)「情報の扱い

方に関する事項」は全国を下回っている。 

・評価の観点別では、「知識・技能」の観点で、全国を上回っている。一方で、「思考・判断・表現」の観

点で、全国を下回っている。 

・問題形式別では、「記述式」「短答式」は、全国を上回っている。一方で、「選択式」は、全国を下回っ

ている。 

 

 

103.0 

98.4 

97.4 104.6 

102.9 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

106.2 

97.5 

100.6 

95.6 

99.6 

100.0 

(1) 言葉の特徴

や使い方に関す

る事項

(2) 情報の扱い

方に関する事項

(3) 我が国の言

語文化に関する

事項

Ａ 話すこと・聞く

こと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

青森県

全国

２ 領域別の正答率   

 ①学習指導要領の内容及び評価の観点、問題形式 

   （ア）国語 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国を100とした時の本県の割合 

以下同じ 
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・領域別では、「C 測定」が全国と同じ、「A 数と計算」「B 図形」「D 変化と関係」「E データの 

活用」が全国を下回っている。 

・評価の観点別では、「知識・技能」「思考・判断・表現」の２観点ともに全国を下回っている。 

・問題形式別では、「記述式」「短答式」「選択式」ともに全国を下回っている。 

 

 

99.2 

96.5 

97.6 99.8 

95.7 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

98.1 

99.6 

100.0 95.8 

97.6 

Ａ 数と計算

Ｂ 図形

Ｃ 測定D 変化と関係

E データの活用

青森県

全国

   （イ）算数 
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・領域別では、全領域において全国を上回っており、特に「生命」領域が全国を大きく上回ってい

る。 

・評価の観点別では、「知識・技能」「思考・判断・表現」の２観点ともに全国を上回っている。 

・問題形式別では、いずれの形式においても全国を上回っており、特に「記述式」が全国を大きく

上回っている。 

 

 

105.2 

101.0 

101.1 104.7 

109.5 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

104.1 

100.4 

106.7 

102.2 

Ａ区分 「エネル

ギー」

Ａ区分 「粒子」

B区分 「生命」

B区分 「地球」

青森県

全国

   （ウ）理科 
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106.7 

112.0 

103.4 

101.4 

105.4 

107.2 

103.3 

104.0 

(44)国語の勉強は得意だ

(45)国語の勉強は好きだ

(46)国語の授業の内容はよく分かる

(47)国語の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つ

(48)国語の授業で、先生は、あなたの

良いところや、前よりもできるようになっ

たところはどこかを伝えてくれる

(49)国語の授業で、先生は、あなたの

学習のうまくできていないところはどこ

かを伝え、どうしたらうまくできるように

なるかを教えてくれる

(50)国語の授業で、目的に応じて、簡

単に書いたりくわしく書いたりするな

ど、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫して文章を書いている

(51)国語の授業で、目的に応じて説

明的な文章を読み、文章と図表などを

結び付けるなどして必要な情報を見付

けている

【国語】

青森県 全国

３ 児童質問調査   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

103.0 

98.4 

97.4 104.6 

102.9 

知識・技能

思考・判断・表現

選択式短答式

記述式

青森県

全国

【国語】 

・本県の児童は、全８項目の全てについて全国を上回っている。特に、（４５）「国語の勉強は好きだ」と肯

定的に受け止めている児童の割合が大きく上回っている。 

・国語の授業における教師の関わりに関する質問（４８）（４９）も全国を上回っている。 

・（５０）「B 書くこと」、（５１）「C 読むこと」（説明的な文章）に関する質問も全国を上回っている。 

 

○教師が主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に取り組んでいる様子がうかがえる。 
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99.3 

104.0 

99.9 

100.0 

102.0 

103.6 

106.9 

103.3 

(52)算数の勉強は得意だ

(53)算数の勉強は好きだ

(54)算数の授業の内容はよく分かる

(55)算数の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つ

(56)算数の授業で学習したことを、普

段の生活の中で活用できている

(57)算数の問題の解き方が分からな

いときは、あきらめずにいろいろな方法

を考える

(58)算数の授業で、どのように考えた

のかについて説明する活動をよく行って

いる

(59)小数や分数の計算をするとき、工

夫して計算しようとしている

【算数】

青森県 全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数】 

・（53）「算数の勉強が好きだ」について肯定的に受け止めている児童の割合は全国を上回っているが、

（52）「算数の勉強が得意だ」（54）「算数の授業の内容はよく分かる」について肯定的に受け止めて

いる児童の割合は全国を下回っている。 

・（58）「算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っている」について肯定的

に受け止めている児童の割合は全国を上回っている。 

・（57）「算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える」について肯定

的に受け止めている児童の割合は全国を上回っており、調査問題においても無解答率の割合が全国に

比べ、平均で１．０％程度下回っている。 

 

〇「主体的な学び」「対話的な学び」の視点を大切にした授業づくりが行われていると考えられる。今後

は、「単に知識を増やすだけでなく、情報を整理・精査し、知識を相互に関連付けてより深く理解した

り、問題を見つけて解決策を考えたり、創造的に思考したりする」ような「深い学び」の視点を大切にし

た授業づくりについても積極的に取り組んでいく必要がある。 
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111.2 

110.5 

105.1 

105.8 

113.0 

103.4 

102.7 

106.8 

(60)理科の勉強は得意だ

(61)理科の勉強は好きだ

(62)理科の授業の内容はよく分かる

(63)理科の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つ

(65)理科の授業で学習したことを、普

段の生活の中で活用できている

(68)理科の授業では、問題に対して答

えがどのようになるのか、自分で予想

（仮説）を考えている

(69)理科の授業で、観察や実験の結

果から、どのようなことが分かったのか

考えている

(70)理科の授業で、観察や実験の進

め方や考え方が間違っていないかを振

り返って考えている

【理科】

青森県 全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科】 

・全８項目の全てについて全国を上回っている。特に、（60）「理科の勉強は得意だ」、（61）「理科の勉

強は好きだ」、（65）「理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できている」について、肯

定的に受け止めている児童の割合が全国を大きく上回っている。 

 

○理科の授業が、児童の自然現象に対する興味・関心に基づき、日常生活と関連させながら、「深い学

び」の視点を大切にした授業が展開されている状況にあると考えられる。 
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101.5 

98.8 

100.1 

100.4 

(41)学習状況に即して児童のよい点や進歩の

状況を積極的に伝えることを行った

(42)児童に学習の状況について改善すべき点

を伝え、改善できるように手立てを講じることを

行った

(43)目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく

書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫して文章を書くことができるよう

な指導を行った

(44)目的に応じて説明的な文章を読み、文章と

図表などを結び付けるなどして必要な情報を見

付けることができる指導を行った

【国語】

青森県 全国

 ４ 学校質問調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

・（４１）「学習状況に即して児童のよい点や進歩の状況を積極的に伝えることを行った」ことについ

て、肯定的に受け止めている学校は、全国を上回っている。 

・（４２）「児童に学習の状況について改善すべき点を伝え、改善できるように手立てを講じることを行

った」における学校質問調査は全国を下回っているが、児童質問調査では上回っている。 

 

○概ね全国と同程度である。 
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103.2 

100.7 

100.4 

98.5 

(45)日常生活や社会における事象と

の関連を図った授業を行った

(46)具体的な物を操作するなどの体

験を伴う学習を通して、数量や図形に

ついて実感を伴った理解をする活動を

行った

(47)問題の答えを求めさせるだけで

はなく、どのように考え、その答えになっ

たのかなどについて、児童に筋道を立

てて説明させるような授業を行った

(48)授業で、学習上つまずいた児童

に対する対応を行えた

【算数】

青森県 全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数】 

・（４5）「日常生活や社会における事象との関連を図った授業を行った」ことについて、肯定的に受け

止めている学校は、全国を上回っている。 

・（48）「授業で、学習上つまずいた児童に対する対応を行えた」について、肯定的に受け止めている

学校の割合が全国を下回っている状況にある。 

 

〇概ね全国と同程度である。児童のつまずきを予測して適切なサポートを行うことは、授業者の教材・

教具、授業内容・指導方法等の工夫につながることから、「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業改善に今後も取り組む必要がある。 

 



18 

 

100.8 

101.9 

100.4 100.3 

101.5 

(49)自然の事物・現象から問題を見

いだすことができる指導を行った

(50)日常生活や社会における事象

との関連を図った授業を行った

(51)問題に対して、既習の内容や生

活経験を基に、予想や仮説を発想す

ることができるような指導を行った

(52)観察や実験の結果を整理し考

察する指導を行った

(53)課題解決の過程における自分

や友だちの学びの深まりや疑問に

思ったことを振り返ることができるよ

うな指導を行った

【理科】

青森県 全国

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科】 

・全５項目の全てについて、肯定的に受け止めている学校の割合が全国を上回っている。 

 

○（51）「問題に対して、既習の内容や生活経験を基に、予想や仮説を発想することができるような指

導を行った」、（52）「観察や実験の結果を整理し考察する指導を行った」の割合と、その項目に対応

する児童質問調査の結果が、他の項目よりやや低い状況であることから、これらの項目に重点を置

いた指導の充実が望まれる。 
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大問１一  【思考力、判断力、表現力等】 

A 話すこと・聞くこと 

◆目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝

え合う内容を検討することに課題がある。 

◇伝え合う内容を検討する際、目的や意図に応じて聞くことを具体的に考え、関係する材料を整理する。 

目的や意図に応じて、自分が知っていることや予想したこと、疑問に感じていることなどを内容ごと

にまとめたり、それらを互いに結び付けて関係を明確にしたりできるよう指導することが重要である。

また、知りたいことを聞くという目的に加え、相手の考えを予想したり、予想した答えと関連して聞きた

いことを考えたりするなど、聞くときの場面や状況を意識することも大切である。 

 

大問３三（１）  【思考力、判断力、表現力等】 

C 読むこと   

◆目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに課題がある。 

◇目的に応じて、必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりする。 

    必要な情報は目的に応じて変わるため、読む目的を明確にすることが重要である。その上で、文章

中に用いられている図表などが、文章のどの部分と結び付くのかを明らかにしたり、文章と図表など

の関係を捉えて読んだりすることが必要である。その際、文章と資料（文章、図表等）を丸や四角で

囲んだり、線などでつないだりして、どの部分と結び付くのかを明らかにしながら読むことや、他者と

の対話を取り入れるなどして、児童自身が読む目的に立ち返り、必要な情報を再確認して資料を読

み直すことで、児童は内容についてより深く理解したり解釈したりすることができるようになると考えら

れる。 

                                         

関連して☝   【知識及び技能】  

◆情報と情報との関連付けの仕方、図などによる語句と語句 

との関係の表し方を理解し使うことに課題がある。 

◇目的や意図に沿って、線や囲みなど図示することによって 

自分なりに情報を整理する。 

〔知識及び技能〕は、〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項と関連を図り、児童が体験的に身

に付けていけるように学習の展開を工夫することが重要である。つまり、情報に関する事項は「A 話

すこと・聞くこと」「B 書くこと」「C 読むこと」の指導と関連させ、年間を通じて複数回、意図的に指

導することが大切である。例えば、目的や意図を意識し、自分なりに情報を整理する学習活動を設定

するとともに、整理の仕方を友達と共有し、よりよい整理の仕方に気付く機会を設けるなどの工夫が

考えられる。 

 

児童質問調査との関係 

 

 

 

 

 

 ５ 指導改善のポイント 

  ①国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
児童が読む目的を意識する

ことや自らの学びを自覚するこ

とが大切だと推察される。 

情報の扱いに関する事項 
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  ②算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロス集計 児童質問調査×算数正答率 

○指導改善のポイント 

・基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えるために、言葉や図、式を関連付けながら数量の関係を

考察できるようにすることが大切である。 

・例えば、「１０％増量」と書かれている増量後のハンドソープの量が、増量前のハンドソープの量の

何倍になっているのかを考え、説明する活動が考えられる。 

・上記右上の図のように、基準量を１００％として１０％や１１０％に当たる比較量を表したり、基準量を

１として０．１や１．１に当たる比較量を表したりすることで、「１０％増量」について「増えた分」と「増

量後の量」の違いを明らかにして図と式や言葉を用いて説明する活動を行い、数量の関係を捉え

ることができるようにすることが大切である。 

学校質問調査（58）  
算数の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか。 

この質問に肯定的に回答した児童の方が、算数全体の正答率が髙い。 

○解答の分析 

正答 １．１倍（正答率３６．２％） 

誤答例 ①０．１倍（４３．１％） ②１０倍（１５．２％）  

・①のように解答した児童は、「１０％増量」について、

百分率で表された１０％を０．１と捉えることはできて

いるが、「増量後の量」が「増量前の量」の１１０％に

なることを捉えることはできていないと考えられる。又

は、「増量後の量」が「増量前の量」の１．１倍と捉え

ることができていないと考えられる。 

・②のように解答した児童は、「１０％増量」について、

「増量後の量」は「増量前の量」の１０倍と捉えてい

ると考えられる。 

具体的な設問 ［思考・判断・表現］ 

・大問４（４） １０％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量が、増量前の何倍かを選ぶ。 

 

分析のポイント（課題） 

・「１０％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかを表すことに 

課題がある。 (正答率 青森県３６．２ 全国４０．９) 

 

66.3 56.7 49.9 43.4 

0%
20%
40%
60%
80%
100%平

均
正
答
率 算数

選択肢

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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  ③理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


